
令和８年度

（解答はすべて国語解答用紙に記入すること）

国 　　語

受験

番号

氏
　
名

　この試験問題は持ち帰ることができます。

　なお，本問題で利用した著作物は，著作権法第36条により，

試験の目的上必要と認められる限度において複製したものです。

　同目的以外の利用はできません。

（長野県教育委員会）



（国　1）

〔
問
一
〕　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　　　　
　

 

 

　

　

 
 

　

 

　

yasu3
四角形

yasu3
四角形



（国　2）

（
一
）　
　
　 

線
部
ａ
～
ｅ
に
つ
い
て
、
漢
字
は
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
ま
た
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

　  

〔 

ａ
　
テ
ン
ケ
イ
　
　
ｂ
　
ヌ
　
　
ｃ
　
フ
　
　
ｄ
　
無
下
　
　
ｅ
　
ブ
ン
セ
キ
　
〕
　

（
二
）　
空
欄 

　　

あ　
　 

、 

　　

い　
　 

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
言
葉
の
組
合
わ
せ
を
、
次
の
ア
～
オ

か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ア
　
　

あ
　

　
し
か
し
　
　
　
　
　

い
　

　
そ
し
て
　

　
　
　
イ
　
　

あ
　

　
た
と
え
ば
　
　
　
　

い
　

　
と
こ
ろ
が

　
　
　
ウ
　
　

あ
　

　
な
ぜ
な
ら
　
　
　
　

い
　

　
し
か
し
　

　
　
　
エ
　
　

あ
　

　
要
す
る
に
　
　
　
　

い
　

　
た
と
え
ば 

　
　
　
オ
　
　

あ
　

　
そ
し
て
　
　
　
　
　

い
　

　
つ
ま
り

（
三
）　
　
　 

線
部
①
「
も
は
や
自
分
の
身
体
そ
の
も
の
が
「
ひ
ろ
ば
」
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
正
し
く
述
べ
て
い
る
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び

記
号
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ア
　
「
ひ
ろ
ば
」
に
行
け
な
い
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
他
者
と
の
交
流
が
自
分
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
場
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
イ
　
障
害
者
に
と
っ
て
、
本
来
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
で
あ
る
自
分
の
身
体
が
、
常
に
他
者

が
関
わ
る
こ
と
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
ウ
　
障
害
者
は
、
自
分
の
身
体
を
き
っ
か
け
に
常
に
他
者
と
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
空
間
よ
り
も
、
オ
ー
プ
ン
な
公
共
の
空
間
が
よ
い
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
エ
　
入
浴
す
る
た
め
に
、
常
に
多
く
の
他
者
の
介
入
が
必
要
な
障
害
者
は
、
自
分
の
身
体
が

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。

（
四
）　
　
　 

線
部
②
「
社
会
で
生
き
る
た
め
に
必
要
な
「
演
技
」
」
と
は
、
ど
う
す
る
こ
と
か
。
次
の

文
の 

　　

Ａ　
　 

に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
、
本
文
中
の
言
葉
を
引
用
し
て
二
十
字
以
内
で
書

き
な
さ
い
。

　　
　
　
障
害
者
で
あ
る
自
分
の
ニ
ー
ズ
よ
り
も
、 

　　
　
　

Ａ　
　
　
　
　 

こ
と
。

　（
五
）　
　
　 

線
部
③
「
「
私
」
が
揺
れ
動
く
そ
ん
な
場
」
と
は
ど
う
い
う
場
か
。
開
か
れ
た
場
に
対
す

る
筆
者
の
考
え
を
ふ
ま
え
て
、
本
文
中
の
言
葉
を
引
用
し
て
四
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

　　
　
　
　
（
伊
藤
亜
紗
　
「
身
体
の
違
い
が
ひ
ら
く
空
間
」
　
『
ア
ナ
ザ
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
―

「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
か
ら
都
市
を
考
え
る
』
収
録
）

　
（
注
）
＊
問
題
作
成
上
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。



（国　3）

〔
問
二
〕　
次
の
漢
文
を
読
ん
で
、
後
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
表
記
を
改
め
た
部
分
が
あ
る
。

（
一
）　
本
文
中
の 

　　

Ａ　
　 

に
当
て
は
ま
る
適
切
な
言
葉
を
、
本
文
中
の
言
葉
や
内
容
を
参
考
に

し
て
二
字
で
書
き
な
さ
い
。
　

　（
二
）　
　
　 

線
部
①
「
不
笑
不
足
以
爲
道
」
は
、
「
笑
は
ざ
れ
ば
以
て
道
と
爲
す
に
足
ら
ず
」
と

読
む
。
こ
の
読
み
に
従
っ
て
、
白
文
に
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。
送
り
仮
名
は
、

カ
タ
カ
ナ
で
書
く
こ
と
。

（
三
）　
本
文
中
の
「
若
」
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ

選
び
記
号
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ア
　
ま
だ
現
実
に
な
っ
て
い
な
い
仮
定
の
意
を
表
し
て
い
る
。

　
　
　
イ
　
他
の
動
作
を
さ
せ
る
使
役
の
意
を
表
し
て
い
る
。

　
　
　
ウ
　
比
喩
的
に
、
同
等
・
類
似
の
意
を
表
し
て
い
る
。

　
　
　
エ
　
不
確
実
な
断
定
の
意
を
表
し
て
い
る
。

（
四
）　
　
　 

線
部
②
「
大
器
晩
成
」
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
話
や
い
わ
れ
の
あ
る

こ
と
が
ら
が
ひ
と
ま
と
ま
り
の
語
句
と
な
り
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
も
の
を
何
と
い
う
か
。
漢

字
四
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
五
）　
中
学
生
が
自
分
の
体
験
を
も
と
に
「
大
器
晩
成
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
短
い
文
章
を
作

る
場
合
、
予
想
さ
れ
る
中
学
生
の
文
章
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
中
学
生
は
「
大
器
晩

成
」
の
意
味
を
き
ち
ん
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

　
 

　

　

 

 
 

　

 

　

 

　
　
　

 
 

　

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　

 

　

 

　

 

　

 
 

　

 
 

 

（
「
老
子
」
新
釈
漢
文
大
系
）

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　



（国　4）

〔
問
三
〕　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

 

　　

　

　
（
徒
然
草
　
第
一
五
〇
段
）

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

（
一
）　
　
　 

線
部
①
「
せ
ざ
ら
ん
」
の
語
句
と
表
現
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ア
　
せ
＝
使
役
の
助
動
詞
「
す
」
の
連
用
形
、
ざ
ら
＝
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
、

ん
＝
婉
曲
の
助
動
詞
「
ん
」
の
連
体
形

　
　
　
イ
　
せ
＝
動
詞
「
す
」
の
未
然
形
、
ざ
ら
＝
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
、
ん
＝
婉
曲

の
助
動
詞
「
ん
」
の
終
止
形

　
　
　
ウ
　
せ
＝
使
役
の
助
動
詞
「
す
」
の
連
用
形
、
ざ
ら
＝
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
、

ん
＝
婉
曲
の
助
動
詞
「
ん
」
の
終
止
形

　
　
　
エ
　
せ
＝
動
詞
「
す
」
の
未
然
形
、
ざ
ら
＝
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
未
然
形
、
ん
＝
婉
曲

の
助
動
詞
「
ん
」
の
連
体
形
　

（
二
）　 

　　

Ａ　
　 

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。
　

（
三
）　
本
文
中
に
は
、
会
話
文
と
し
て
「
　
　
」
（
か
ぎ
か
っ
こ
）
を
つ
け
ら
れ
る
部
分
が
一
カ
所
あ

る
。
そ
の
部
分
の
最
初
と
最
後
の
三
文
字
を
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
）　
　
　 

線
部
②
「
堪
能
の
嗜
ま
ざ
る
」
と
は
ど
ん
な
意
味
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
ア
～
エ

か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ア
　
芸
の
才
能
が
な
く
、
稽
古
も
し
な
い

　
　
　
イ
　
芸
の
才
能
は
あ
る
が
、
稽
古
は
し
な
い
　

　
　
　
ウ
　
芸
の
才
能
が
あ
り
、
稽
古
も
す
る

　
　
　
エ
　
芸
の
才
能
は
な
い
が
、
稽
古
は
す
る

（
五
）　
こ
の
文
章
の
作
者
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

（
六
）　
こ
の
文
章
を
次
の 

　　
　
　
　
　 

の
よ
う
に
ま
と
め
た
と
き
、
あ
と
の
条
件
１
、
条
件
２
に
し
た

が
っ
て
、 

　　

Ｂ　
　 

に
入
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。

　　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
こ
と
も
、
上
手
な
人
た
ち
の
中
に
ま
じ
っ
て
、 

　　

Ｂ　
　 

励
む
こ
と
が
、

自
分
の
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

　　
　
条
件
１
　
「
失
敗
」
「
規
律
」
「
勝
手
な
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
。
（
「
」
は
文
章
中
に

　
　
　
　
　
使
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
）

　
　
条
件
２
　
四
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

yasu3
四角形

yasu3
四角形



（国　5）

〔
問
四
〕　
「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
（
平
成
二
十
九
年
三
月
）
　
第
２
章
　
第
１
節
　
国
語 

　
第
２
　
「
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
に
即
し
て
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（
一
）　
左
の
表
は
、
Ｃ
「
読
む
こ
と
」
の
言
語
活
動
例
の
一
部
で
あ
る
。 

　　

①　
　 

～ 

　　

④　
　 

に 
入
る
適
切
な
語
句
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、 

　　

⑤　
　 

～ 

　　

⑩　
　 

に
入
る
適
切
な
語
句
を
下
の

Ａ
～
Ｌ
か
ら
選
び
記
号
で
書
き
な
さ
い
。

表
第１学年 第２学年 第３学年

言
語
活
動
例

イ　 　　①　 　 や随筆などを

読み，考えたことなどを

　 　　②　 　 したり伝え合っ

たりする活動。

ウ　学校図書館などを利用

し， 　　⑤　 　 な情報を得

て，考えたことなどを

　 　　⑥　 　 したり資料にま

とめたりする活動。

イ　詩歌や 　　①　 　 などを

読み， 　　③　 　 して解説

したり，考えたことなど

を伝え合ったりする活動。

ウ　本や新聞， 　　⑦　 　 な

どから集めた情報を活用

し， 　　⑧　 　 を明らかに

しながら，考えたことな

どを説明したり 　　⑨　　 

　したりする活動。

イ　詩歌や 　　①　 　 などを

読み， 　　④　 　 したり，

考えたことなどを伝え

合ったりする活動。

ウ　 　　⑩　 　 的な文章を読

み，実生活への生かし方

を考える活動。

Ａ　提案　 　Ｂ　根拠　 　Ｃ　実用　 　Ｄ　紹介　 　Ｅ　多様　 　Ｆ　インターネット
Ｇ　事典　 　Ｈ　古典　 　Ｉ　文学　 　Ｊ　報告　 　Ｋ　出典　 　Ｌ　詳細


